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佐’賀県玉島川水系松坂ダム調査報告

稲　井　　信　雄黄

要　　旨

　玉島川松坂ダムおよび発電所予定地付近の地質調査を

行ない，地質学的見地から検討を行なつた。その結果を

要約すると，

　1）　本計画地点を構成する岩石は，神崎花嵐岩類から

なり，ダム・発電所等の設置には地質学的に支障はない

と思う。

　2）　ダム計画地点の花嵐岩は，著しい風化作用を受け

ているため，爾岸の「まき」の部分が厚い。ダム構築に

きいしては，堅硬な花嵐岩までの厚きを試錐または掘さ

くによつて確かめる必要がある。

・1．緒　　言

　佐賀県玉島川の上流松坂付近に，包蔵水力調査計画に

よるダムならびに発電所設置の計画がある・本地域は背

振山系北西部にあたり，その地輩については「佐賀県の

地質と地下資源」として，10万分の1地質図が刊行され

ているので，その概要を知ることができる。

　筆者は，今回計画予定地付近に対し，主として応用地，

質学的見地から調査を行なつた。

　調査の結果ダムならびに発電所予定地付近は，一いずれ

も神崎花嵩岩が広く露出しているため，地質的に難点は

ないと思うが，この花嵩岩は風化作用が著しく，そのた

めに岩石の表面が脆弱であたかも砂層のような感があ
　　　　　　ノ
る。これは一名真砂土（まさ）と呼ばれるが，この厚さ

がダム構築に問題になると思う。

　本調査にはダム付近千分の1，500分の1地形図を使

用した。

　この調査を行なうにあたり，福岡通産局公益事業部な

らびに九州電力K　K。の方々から種々御支援を受けた。

こ＼に厚く謝意を表する次第である。

＊福岡県駐在員事務所

2．位置および交通

　ダム予定地は佐賀県糸島郡七山村藤川の，南東方約

4km，観音滝の上流にあたる。発電所予定地は玉島川

本流に沿う松坂部落の左岸である。両者とも唐津線浜崎

駅の東方！0～12kmにして，浜崎一藤川一松坂にはバス

道路があり，藤川一観音滝の山道にはジープ，または小

型トラックの運行が可能で交通は便利である（第1図）。

　藤川

穏
観音滝

　　　　　　km△5850　　　　　　　　　　　　2

松
坂
発
電
所

撚坂

第1図松坂ダム・発電所位置図

3．発電計画の概要

△697

　第1図に示す観音滝の上流にダムを設け，こ＼から約

1．5km北の玉島川本流に沿う松坂部落地内に発電所を

設置する計画である。

　その発電計画概要は第1表の通りである。・

4．　地　　形

　玉島川は背振山系の北西部に源を発し，西流して浜崎

から玄海灘に注いでいる。

　本地域一帯は海抜500～600mの高度を有するが，花

嵐岩質岩石からなるため，地形は一般に急峻でない。し

かし侵食による漢谷が発達している。玉島川もこの漢谷

の1つである。

平坦部は玉島川下流浜崎付近以外はほとんどなく，た

めに山間部落のかなり山頂部までよく耕作されている。

＼
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佐賀県玉島川水系松坂ダム調査報告（稲井信雄）

第1表玉島川水系発電計画表

水 系’

河

地 鳥

型 ・～式・

流、　域（km2）』』

取　　水　　位
放水“位』（即）

使用’水量
（m3／S弓C），

最大
常’時

有効落差（m）

出　　力
　（kW）

最大

常時
年間可能発生電力量
　　（kWh）

ダ　ム

堤　高（m）

灌水面積　（103m2）

利用水深（m）

ロ1有識。慧）星，

水、・路…（m）

総■ゴ事費106肖

玉　　島　　川

玉・　　島・　　川

松 坂、

調

29．42

る。主として長石・石英からなる細粒の岩石で，脈幅数

c中ん015mに及ぷものあり』その構造は不規則ぞあそ。

5．3’段丘堆積，崖錐砂礫層・

河床付近および低地部には砂・礫からなる段丘堆積層

がみられる。礫は大小種々であるが，主どして花嵩岩礫

　　　　　　　　　　　　　　しで円磨されている。また漢谷には花嵩岩の巨礫を伴う崖

錐堆積層がみられる。1こμは観音渾ダム湛水地内や玉島

川に沿う松坂発電所予定地対岸にもみられるる㌧。．

294』
190’

4．07
6．応用地質

0．77

99．2

3，400

460

11，597

22

21．39

4

、64．4

　（圧）　　1，000

）

561．4

．（福岡通商産業局公益事業部提供）

5．地　質

　　本地域を構成する岩石は主として花嵐岩類からなる。

　花嵐岩類は神崎花嵐岩を主とし，・その他大小種々の半花・

　闘岩魁部分的！ここれを貫いていを・谷の丘陵部には花

　闘岩の崖錐および段丘堆積層がみられる。、，、，

　　5。1神崎花嵩岩
　　神崎花嵐岩はアルカづ長石・石英『・黒雲母・角閃石を

　主成分とする粗粒の岩石で，ときに致cmに及ぶ角閃石

　の大晶を包有する5部分的には黒色鉱物がdarkinclusion

、　の型で包有しているび

　　半花嵐岩は幅数cm～1mの大小の細脈で，不規則に、

　この花崩岩に貫入している。また一般に風化作用が著し

　く，かなり深部まで風化されている。この風化部分はき

　ながら砂層のように一名真砂土「まき」と呼ばれてい

　る。

　　5．2　半花閥岩類

　　神崎花嵐岩に貫入して多数の半花嵩岩の細脈がみられ

　観音滝ダム付近はV字形漢谷をなし，これを構成する

基盤の岩石は神崎花嵩岩である。この堅硬な基盤岩ほ河

床に露われているが，両岸の洪水位（海抜278m）より

・上部は表土または風化された，いわゆる「まさ」“、で覆わ

れている。湛水域内の河床付近は花闘岩の礫または段丘

堆積層である。この花闘岩類は風化作用が著しく，ため

嘱化部分の岩石は鰯鴛あたかも砂層のような磯，

である・これは一名真砂土「まさ」と呼ばμる・「ま書4

と堅硬な花嵩岩との境1魯・漸移的であるかデま岸曝境界『

付近繭たかも堅融花縮の巨灘もつたよ難曜‘

なし響わつて行く評地部叫ないこの駆でぱ瀞
述し綱鞭丘鞭層の鮒こ嬉の「まき」』騨分に一1

も階段状に田畑を耕年していう，僻駆！で噸群盆

、けて記載しt）。

　ダム構築には上塑麹土縁削鱒さが問題醜
る・rまさ控剥脚鞠難盤は鞭な花醐で・’ダム

ーその他Φ構造物年対虜甕施質学的に支障はない己し尤が

つてこの「まさ」の厚さを試錐または掘さく等によつて

確かめることが望ましい。ダム地内露岩でこの厚さを確

かめることができないが，道路の切取部分ですら5～6

m位のrまさ」がみられ，場所によつては，10m以上も

あるのではなかろうか。『したがつて「ま．さ」を厚さにょ，

つてはダム構築に剥脱す為部分が多くな外セヌント，

、骨材等の嵩むことが考えちれる。

　松坂発電所付近も花巌嵩類で・前者同様の「まさ」の

、部分があるが，’建築物の設置には地質学的難点はないだ

ろう。

　一湛水ポケットは地形的にあまり大きいものではないが，

堤高に対しては，適当な広さだろうと思う。
　　　’　　　　　　　　　　（昭和34年2月調査）　　　、

交献

1）佐賀県：佐賀県の地質と地下資源，1954．

2）佐賀県：10万分の1地質図，1954
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地質1調・査所月報（第10巻第10号）

図版ユ　観音滝（基盤はすべて花崩岩） 図版2道路端に露われた「まき」 一図版3　ダム予定地点を望む（上流より）

マF－一鯉照嗣一1

図版4　湛水位地形（ダム予定地付近から上流を望む） 図版5　河岸段丘または「まさ」を利用した耕地地形

騨6ダム予脚の基盤（白色が㈱岩）『左岸山上から河底を勤

　　洪水位以上は「まきJ（草または樹木が生える）
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